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研究成果の概要（和文）：　洪水ハザードマップの改善を目指して、湛水時間を組み込んだ洪水ハザードマップと避難
方法を考えるための図上防災訓練の開発を本研究の目的とした。2000年の東海豪雨と2004年の福井水害を対象として調
査を実施した。NHKが所持するNHKアーカイブスのニュース映像と現地調査から時間別の湛水深を把握した。特に東海豪
雨では、報道の画像を見る限りは水害の特徴を表すことができるような報道がなされていなかった。取材者が地形や災
害の特徴を捉えていないためだと考えられる。今後、DIG教材の充実で、地域の災害をより的確に把握できる生涯学習
が必要である。

研究成果の概要（英文）： The aim of this study is to develop Hazard map with the flooding depth changing 
according to passing time information and Disaster Imagination Game (DIG) for safe way to make 
evacuation. We picked up Tokai heavy rain in 2000 and Fukui flood in 2004 for our research. We use NHK 
archives’ video pictures to gather the data of flooding depth. We discuss the hazard map which has 
information of the flood depth changing according to time on Fukui Flood research. On Tokai heavy rain, 
we found that the reporter of the news program could not broadcast the effective information of the 
disaster. The person did not understand the whole situation of the disaster because of a lack of 
knowledge of geomorphological characteristics. We should develop adequate materials of the DIG.

研究分野： 地理学
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１．研究開始当初の背景 

 近年集中豪雨に伴う局所水害が頻発して
いる．これらは主に内水氾濫や堤防の破堤，
越流によって発生する．このことは，時間雨
量 50mm を基準とする日本の主要河川の能
力が，局所的な集中豪雨に対応できていない
ことを意味する．しかしながら土木工学的な
手法でこの問題を解決するには莫大な税金
をつぎ込む必要があり，税収が減少する少子
高齢化社会では，現実的な解決策とはいいが
たい．一方国土交通省では，主に 2000 年東
海豪雨水害以降，2005 年の水防法改正に基
づいて，中小河川を含めた日本全国の河川流
域における浸水想定とハザードマップの作
成を義務づけている．このことは，住民への
水害危険性の周知といった，水害に対するソ
フト対策の充実が，極めて重要であることを
意味しており，マップ作成には，浸水シミュ
レーションの充実といった，学術的成果が活
用されている．これら洪水ハザードマップの
整備は，全国の河川流域で一定の成果をあげ
つつある．しかしこのことが地域の防災力の
飛躍的な向上に必ずしも結びついていない
ことが，東海豪雨被災地域のアンケート調査
結果から明らかにされている（廣内，2005）． 

ソフト面の水害対策を充実させるためには，
ハザードマップを活用した図上避難訓練
（DIG）の実践，生涯学習や学校教育の現場
を活用した，防災教育の機会確保やカリキュ
ラムの充実を図りながら，官民学が連携して
継続的に活動する必要がある．応募者らは
「生涯学習のための災害・防災学習カリキュ
ラム開発委員会（2004）を組織し，ハザード
マップを活用した DIG 実践などを含めた生
涯学習における防災カリキュラムの開発を
行った． 

 ハザードマップを活用した DIG 実践では，
浸水想定地域や浸水深の情報に基づいて，比
較的短時間の避難行動を参加者がリアルに
体験できる点は優れており，一定の成果をあ
げることができた．しかしながら時間の経過
に応じて変化する湛水深や湛水範囲の状況
を考慮すると，現状のカリキュラムに指摘で
きる問題も数多い．たとえば，湛水深のみに
捉われれば，避難のために長時間水没する高
層マンションに退避してしまうなど，災害の
継続時間のスケールを長くとり，時間の経過
に応じて避難行動を考える場合，反って被災
者が孤立する状況を招きかねない．これを解
決するためには，湛水深に加えて湛水継続時
間なども含めた新たなハザードマップの作
成と，時系列ごとに整理された DIG カリキ
ュラムを作成する必要がある． 

 

２．研究の目的 

これまで発行された洪水ハザードマップ
の掲載情報である浸水想定区域と浸水深に
加え，湛水継続時間，浸水到達時間の情報を
付加し，水害状況の時間変化を読み取ること
が可能な，地図を作成する．このために，現

地調査や聞き取り調査のデータに基づいて，
過去の浸水実績の詳細な復元を行う．またこ
れを活用して，経過時間に応じた図上避難訓
練カリキュラムを構築することをめざす． 

 

３．研究の方法 

 研究対象とする洪水災害を 2000 年の東海
豪雨と 2004 年の福井水害とした．時間別の
湛水深は NHK アーカイブスのニュース映像
から推定するとともに，推定を確認するため
の現地調査により実施した． 

 湛水深の時間変化を把握した後，それをハ
ザードマップ上に展開することで，時間別の
避難行動を考える DIG 教材の開発も検討し
た． 

 
４．研究成果 
(1)時間帯別湛水深ハザードマップ 
 福井水害と東海豪雨被災地域（西枇杷島）
で発災後の時間別湛水深を地図化すること
ができた．湛水時間は微地形の影響が支配的
であるが，地上の構造物による影響も受けな
がら決まっていくことがわかった．時間別の
湛水深をハザードマップに展開することで，
どの程度のタイミングで安全な避難が可能
で，どの程度で避難が困難になるのかを示す
地図が作成できる可能性がある． 
 この研究期間では市民向けの DIGに取り組
めなかったため，今後，DIG を実施すること
で作成された地図の有用性を検討したい． 
 
(2)災害報道マッピングの問題 
 当初予定していなかった研究であるが，
NHK アーカイブスを利用して災害の時間変化
を捉えようとするとき，取材する側の災害の
状況の理解が報道のされ方に大きな影響を
与えることがわかった．そこで，NHK アーカ
イブスの東海豪雨に関する災害映像から，報
道マッピングをして，報道の地域的な偏りや
報道空白地域を明らかにしようと試みた． 
 その結果，実際の浸水域は広域であるにも
かかわらず，西枇杷島周辺と天白区野並のみ
が取材対象となっていることがわかった（図
１）．西枇杷島周辺は新川の破堤があったた
め，災害の明確な映像が撮影でき，東海道新
幹線などの主要交通機関への影響を考えて
取材されたことがわかる（図２）．また，陸
上から取材が容易な地点を選択しているこ
ともわかった． 
 また，新川への導水路としての洗堰や庄内
川の遊水池としての庄内緑地公園などが映
像として存在するものの，洪水時の様々な水
の動きについて報道では全く触れられてお
らず，そのことから，特に災害の仕組みや地
域における災害の特徴を理解することなく
映像をセンセーショナルな形で報道してい
ることがわかった．仕組みの説明まで行われ
ないと導水路や遊水池の状況を災害として
捉える視聴者も現れたであろう． 
 



 以上のことから，時間帯別の湛水深を反映
させたハザードマップを作成するとともに，
それを活用した地域の災害の特色などを学
習する生涯学習プログラムの構築が望まれ
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 名古屋市内における東海豪雨の報道マッピング 

 

図２ 西枇杷島周辺における東海豪雨の報道マッピング 
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